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(54)【発明の名称】 生体反応検出装置付き体力測定装置

(57)【要約】
【課題】福祉関連での要介護度の認定や、障害の度合い
の認定、残存能力の測定などで、被測定者が意図的に偽
った体力で測定に臨み、偽った力を出すことを防止する
ことにある。
【解決手段】被測定者の出す力を検出する体力検出装置
と、被測定者の脈拍、体温、発汗などによる電気抵抗値
の変化、脳波の変化等の生体反応をいずれかひとつ又は
ふたつ以上組み合わせて検出する生体反応検出装置とか
らなる生体反応検出装置付き体力測定により、被測定者
が意図的に偽った体力で測定に臨み、偽った力を出すこ
とを防止することができるようになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被測定者の出す力を検出する体力検出装置
と、被測定者の脈拍、体温、発汗などによる電気抵抗値
の変化、脳波の変化等の生体反応をいずれかひとつ又は
ふたつ以上組み合わせて検出する生体反応検出装置とか
らなる生体反応検出装置付き体力測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、被測定者の最大
体力を測定する時に、被測定者が意図的に偽った体力で
測定に臨み、偽った力を出すことを防止する体力測定装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】人間の体力を測定する装置はさまざまあ
るが、これらの装置はいずれも被測定者が持つ最大の体
力を測定することを目的としている場合が多い。しか
し、被測定者が偽った力を出した場合、被測定者の最大
の体力を測定することはできない。すなわち、被測定者
が意図的に力を変化させれば、被測定者が本来持ってい
る最大の体力を測定することは不可能である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】そこで、本発明は、前
記の課題に対して発明したものであって、その目的とす
るところは、福祉関連での要介護度の認定や、障害の度
合いの認定、残存能力の測定などで、被測定者が意図的
に偽った体力で測定に臨み、偽った力を出すことを防止
する体力測定装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本発明は、被測定者の出
す力を検出し、あわせて、被測定者の脈拍、体温、発汗
などによる電気抵抗値の変化、脳波の変化等の生体反応
をいずれかひとつ又はふたつ以上組み合わせて検出し
て、これらの検出した生体反応を時間軸と各検出値軸と
のグラフにてその変化を表示することを可能とするもの
である。したがって、これらの検出した体力と生体反応
の変化をチェックして、被測定者が意図的に偽った体力
で測定に臨み、偽った力を出すことを防止するものであ
る。
【０００５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施例を図１お
よび図２を用いて説明する。被測定者によって体力検出
装置１に入れられた力はデータ処理部２を介して表示部
３に表示される。このとき、筐体９内部の生体反応検出
装置４によって、被測定者の脈拍、体温、発汗などによ
る電気抵抗値の変化、脳波などの生体反応をいずれかひ
とつ又はふたつ以上組み合わせて検出する。なお、当然*
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*ながら、生体反応の検出は体力測定前から継続して行わ
れる。これらの検出された生体反応は、データ処理部２
を介して表示部３で時間軸と各検出値軸とのグラフにて
その変化が表示される。この時間軸上の各生体反応の変
化により、前記被測定者が偽った体力で測定に臨んだと
しても、その偽った測定行為は、脈拍センサ５、体温セ
ンサ６、発汗による電気抵抗センサ７、脳波センサ８等
の生体反応の時間軸上の変化で判断することが可能とな
る。なお、前記のセンサは、その他の生体反応を検出す
るセンサを含めて、いずれかひとつ又はふたつ以上選択
して組み合わせて使用することも可能である。
【０００６】例えば、被測定者が意図的に偽った体力で
測定に臨んだ場合、前記の生体反応検出装置４によって
平常時と異なる状態が時間軸に対する生体反応の生体反
応軸上の変化として表示部３にグラフなどの形で表示さ
れるので、被測定者の偽った測定行為を防止することが
できる。
【０００７】以上の方法により、本発明の生体反応検出
装置付き体力測定装置は、福祉関連での要介護度の認定
や、障害の度合いの認定、残存能力の測定などで被測定
者が意図的に偽った体力で測定に臨み、偽った力を出す
ことを防止するものである。なお、本発明の生体反応検
出装置付き体力測定装置における測定結果は、プリント
アウト又は外部、内部メモリに格納できるのはいうまで
もない。
【０００８】
【発明の効果】本発明によれば、福祉関連での要介護度
の認定や、障害の度合いの認定、残存能力の測定などに
おいて、被測定者が意図的に偽った体力で測定に臨んだ
場合、被測定者の偽った測定行為を防止することができ
るようになる。
【０００９】
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施例を示す正面図である。
【図２】  本発明の実施例を示すブロック図である。

【符号の説明】
１  体力検出装置
２  データ処理部
３  表示部
４  生体反応検出装置
５  脈拍センサ
６  体温センサ
７  発汗による電気抵抗センサ
８  脳波センサ
９  筐体
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摘要(译)

要解决的问题：为了防止考生在体力检查中故意伪造体力，以确定与社
会福利相关的护理给予程度，残疾程度，剩余能力程度等。解决方案：
具有生命反应检测器的物理强度检查装置包括用于检测被检者体力的物
理强度检测器和用于检测诸如电阻变化之类的重要反应中的一个或至少
两个组合项的生物反应检测器以及由受试者的脉搏率，体温，出汗等引
起的脑电波的变化。体力检查装置可以防止被检者在体力检查中故意伪
造体力。
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